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事務所開所時間：月・火・木・金 10:00～14:00 水 10:00 ～12:00 

企画 

案内 

岡放技ホームページリニューアルのご案内 

 

現在、岡放技ホームページのリニューアルを行っております。 

見出しには岡山県のシンボルである後楽園の水彩画。藤田会長の巻頭言を掲載し   

ています。内容は今後徐々に UP していきたいと思っております。 

今後ともよろし くお願いいたします。 

 

公益社団法人 岡山県診療放射線技師会 新ホームページ 

URL http://www.oart.jp/ 
                                                                         広報委員会 

 

 

一般の方向けのコーナー 

放射線の基礎講座： 

   病院でエックス線検査を受けられる方へ（第 4回） 
岡山大学大学院保健学研究科 准教授 

診療放射線技師・医学博士 澁谷光一 

 

前回に引き続きＱ7より、ご覧ください。 

Ｑ７ 自然放射線に対して、人工的放射線があるのですか？ 

 

Ａ７ 放射線は原子を電離する能力を持つ「早く飛んでいる小さな粒子や、波長の短い見えない光（電磁

波）」だと言いましたが、人工的にも作りだされています。放射線発生装置（加速器）とよばれる装置が

あります。放射線治療に使われるものは小型の装置ですが、兵庫県の播磨にある Spring-8 などの大きな

施設になると、上空からでないと全体像を見ることができません。加速器では電子、陽子、イオンを加速

させて、電子線、陽子線、重粒子線という放射線を作り出します。これらは「早く飛んでいる小さな粒」

となります。Ｘ線管という真空管の中で、高圧を印加して電子を加速させ、これをタングステンなどのタ

ーゲットにぶつけると、Ｘ線という「波長の短い見えない光」が出てきます。Ｘ線はレントゲンとも言わ

れ、レントゲン写真を撮るのに使われます。 

 

 

 

 





